
 

 

 

 

 

 

 
 

 
2016年 7月 25日 

株式会社スペクトラテック 
 

  株式会社スペクトラテック（大橋三男社長）は 国立研究開発法人産業技術総合研究所（以下産総研と呼ぶ）が開発した皮膚血

流分離に関する新技術「血流動態分離法」を、研究目的用に製造販売している Spectratech OEG シリーズ fNIRS 装置の全機種に標

準搭載し７月 25日より発売開始します。 

 

 fNIRS 装置で得られるヘモグロビン変化信号には、脳活動に起因する局所的な血流変化信号のほかに、主に全身性の変化を伴う

頭皮からの血流変化信号が含まれていることが知られています。皮膚血流成分と呼ばれている成分です。このため従来、fNIRS 装

置で計測を行う脳科学の研究者は測定方法の工夫や各種の成分分析手法等によってこの皮膚血流成分を差し引く方法で対応してき

ました。 

 産総研は酸素代謝が生じる脳の毛細血管での血流動態と他の太い血管での血流動態を弁別することで脳機能活動に関わる血流変

動を抽出する新技術「血流動態分離法」を考案、公告特許1)と論文2)により示しました。加えて、スペクトラテックのfNIRS装置

Spectratech OEG-17APDの開発版5)および製品版3),4)を使って基本のfNIRS信号に対し本分離法、同じく産総研が開発した「プロー

ブ多重配置法」での分離能力の比較評価を示してきました。運動野での指タッピング時の検証では、従来有望視されていたプロー

ブ多重配置法を上回る好結果を示しました。プローブ多重配置法のように高価な補助センサーの追加の必要が無く、過去に計測し

た計測データにも利用できる優れた方法です。計測中に原信号と本分離法で得られた信号をリアルタイムで切り替え観測できる能

力も持っています。 

 スペクトラテックは平成 26年より産総研と fNIRS に関する共同研究を行っております。そこで脳科学の研究者の皆様に広くご

評価をいただければと産総研より実施許諾を得て、研究目的用装置 Spectratech OEGシリーズのOEG-17APD,OEG-SpO2､OEG-16

に、この機能を価格アップすることなく提供することにしました。 すでに弊社装置をご購入されたお客様にも無料で弊社ホームペ

ージからダウンロードしてご利用いただけるよう致しました。 

fNIRS 装置は最近では医療現場を越えて心理学、教育学、言語学、保健学、介護学、スポーツ、BCI (Brain Computer Interface)

など多くの研究用途で利用され注目を浴びています。Spectratech OEG シリーズはこのような幅広い分野の研究者の皆様のお役に

立てることを目指して開発された製品です。 

スペクトラテックは医療機器の開発、ファブレス製造、販売を事業とし医療、半導体、画像の研究者及び技術者を中心に集まっ

た、スペクトラム拡散技術を利用した医療装置に関する特許など新規性の高い技術を有するベンチャー企業です。 
 

 

 

脳血流変化：一般的には、脳局所で計測されるオキシヘモグロビン、デオキシヘモグロビンの濃度変化を指し、最近は「ヘモグロビン変化」と学会等では呼ぶように 

      なってきています。 

fNIRS 装置：従来は光トポグラフィー、機能検査オキシメータ,光イメージング脳機能測定装置などと呼ばれていた近赤外光を使った脳血流測定装置は、今後は 

      fNIRS (functional NIRS equipment)の名称に統一されていく見込みです。 
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